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４週齢以降のラットではKA 10mg/kgが必要であった。海馬錐体細胞死とその後のてんかん発症は４週齢以降の
ラットで認められたが、１週齢から３週齢の幼弱ラットでは認められなかった。免疫組織化学的にはBDNFとTrkB
はともに１週齢、８週齢のラット海馬の錐体細胞に発現し、けいれん重積前後でその染色性に差異は認められ
なかった。Western blotでは、けいれん重積前の８週齢のBDNFの発現量は１週齢ラットの５倍であった。また、
けいれん重積１日後のBDNFの発現は１週齢ラットでは重積前５倍に、８週齢ラットでは重積前の３倍に増加し
ており、けいれん重積２日後には両ラットともほぼ正常レベルとなった。TrkBの発現量はけいれん重積前の８
週齢ラットでは１週齢ラットの２倍であった。１週齢、８週齢のラットともけいれん重積によってTrkBの発現
量に大きな変化は見られなかった。 
本研究でも未熟脳は成熟脳に比べて、けいれんを起こしやすいが、海馬障害を被りにくい結果であった。し
かし、けいれん重積によるBDNFとTrkBの発現の経時的変化は両者の問で大きな差異は見られなかった。成熟脳
で一過性BDNFの発現増加が歯状回の顆粒細胞の増殖を誘導し、てんかん源性を促進することが報告されている。
新生仔ラットではけいれん重積による錐体細胞死やてんかんの発症は認められず、BDNFとTrkBの発現の変化は
錐体細胞死やてんかん発症に関係の無い反応であることが示唆された。 
本研究は、けいれん重積が発達時期の違いにより脳に与える影響は異なるが、BDNFとTrkBの発現様式に差異
が無いことを明らかにしたものであり、発達時期のけいれん重積の病態の解明に寄与するものである。よって、
本研究者は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと認められた。 
